
◎さこ駆け歩き 
～京丹後市視察編～ 

 
3月27日・28日 
原田府会議員、佛教大学の芳野教授と私で、

京丹後市の京都府織物機械金属センター、丹後

織物工業組合、丹工の理事さん、精錬所の役員

さんにお会いして、丹後の織物の現状、今後の

展望などを聞き取り調査をおこないました。 

所長さんや常務理事のかたと懇談すると、

「着物の裾野を広げること、丹後ブランドを広

げるために海外へ挑戦して生地などは高い評価

を得ているが、ある程度のところでとまり、産

地全体のものになっていない」と話され、厳し

さを感じました。西陣にも共通する話しです。

過量販売による和装不振を一掃するために、業

界の努力を行政がどう応援するか求められてい

ると実感しました。 

織屋さんと話すと、「昔は技術者を養成する

のに、西陣の企業が生活を見ながら技術を教え

てくれました。丹後での織り手の年齢は縮緬で

70歳代、帯地で64，5歳です。後継者をいま

つくらないと後世に伝えられないと思う。行政

は織り手が一本立ちできるまで支援すべきでは

ないか」と訴えられていたのが印象的でした。 
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◎
２
月
定
例
議
会
が
、
３
月
２
１
日
で
閉
会
し
ま
し

た
。  

 

 
私
は
、
３
月
２
１
日
の
本
会
議
で
、
意
見
書
・
決

議
案
に
つ
い
て
の
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
府
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
た

め
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
案
」
を
は
じ
め
５
つ
の
意
見
書
案
を
提
案
。
他

会
派
提
出
の
も
の
を
含
め
１
２
の
意
見
書
案
に
賛
成

し
、
２
つ
の
意
見
書
案
、
１
つ
の
決
議
案
に
反
対
す

る
立
場
を
明
確
に
し
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
２
月
２
２
日
の
本
会
議

で
「
海
上
自
衛
隊
艦
艇
と
漁
船
と
の
衝
突
事
故
に
関

す
る
意
見
書
」
が
、
３
月
２
１
日
の
最
終
本
会
議
で

「
在
日
米
軍
人
等
に
よ
る
犯
罪
防
止
に
関
す
る
意
見

書
案
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
派
提
案
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。 

予
算
特
別
委
員
と
し
て
各
委
員
会
で
の
書
面
審
査

に
か
か
わ
っ
て
、
日
本
共
産
党
議
員
と
他
会
派
や
知

事
と
の
「
府
民
目
線
」
の
違
い
を
学
び
ま
し
た
。
現

場
に
行
っ
て
し
っ
か
り
と
府
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が

議
員
活
動
の
第
一
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

 

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
４
月

１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ご
近
所

の
方
か
ら
も
「
７
４
歳
と
７
５
歳

と
、
い
っ
た
い
ど
こ
が
違
う
の
か
」

と
か
「
姥
捨
て
山
に
追
い
や
ら
れ
る

よ
う
だ
」
と
怒
り
の
声
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。 

７
５
歳
を
超
え
る
と
医
療
も
制
限
さ
れ
ま
す
。
そ

の
理
由
が
、
①
高
齢
者
は
多
く
の
病
気
を
持
っ
て
い

る
。
②
痴
呆
症
が
多
い
。
③
も
う
す
ぐ
亡
く
な
る
と

い
う
特
性
が
あ
る
か
ら
と
い
う
、
ひ
ど
い
内
容
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
収
入
が
ゼ
ロ
の
人
や
こ
れ
ま

で
「
扶
養
家
族
」
で
負
担
の
な
か
っ
た
人
も
保
険
料

が
か
か
り
、
２
年
ご
と
に
値
上
が
り
さ
れ
ま
す
。
保

険
料
は
４
月
１
５
日
か
ら
年
金
か
ら
２
か
月
分
の
天

引
き
で
す
。
年
金
が
１
万
５
千
円
以
下
の
人
は
保
険

料
を
直
接
納
付
で
す
。
払
え
な
い
な
ら
、
容
赦
な
い

保
険
証
の
取
り
上
げ
で
す
。
戦
後
の
日
本
を
築
い
て

き
た
高
齢
者
の
か
た
に
何
と
も
ひ
ど
い
仕
打
ち
だ

と
、
怒
り
を
覚
え
ま
す
！ 

い
ま
全
国
５
０
０
を
超
え
る
自
治
体
で
「
中
止
・

撤
回
」
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
国
会
で
も
、
日

本
共
産
党
と
民
主
、
社
民
、
国
民
新
党
の
４
野
党
が

廃
止
法
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
署
名
も
集

め
て
、
み
ん
な
の
力
で
中
止
・
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

写真（上）６日・街頭宣伝で、こくた国対委

員長、くらた市会議員とともに訴え。（写真

は千本今出川） 


